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飛程の近傍で急峻な線量分布を示す粒子線は病巣への優れた線量集中性を示し、それゆえ照射

に際しても高い信頼性が要求される。近年では微細加工技術を利用した高い位置分解能を有するマイ

クロパターンガス検出器(MPGD)の研究開発が進められており、中でもガス電子増幅器(GEM)は最も広

く使用されているMPGDのひとつである。GEMは数十 µm程度の厚さのカプトンホイルの両面に電極

を形成して無数の孔を開けたもので、電極間に高い電位差を与えることで孔内に強い電界が形成され

電子増幅を生じる。GEMは一段では増幅率が低いため通例は多段で用いることで高い増幅率を見込む

ことができるが、その薄さゆえの機械的不安定さやアウトガスの発生といった問題を孕んでいるため

扱いが容易ではない。そこで、我々のグループではガラス基板を用いた Glass GEM[1]を新たに製作し、

それをシンチレーションガスと組み合わせた 2 次元線量分布測定用検出器の開発と改良に取り組んで

いる。Glass GEMは従来のポリイミド製の GEMと比較しても耐電圧が高く放電時の絶縁破壊に強いと

いう性質を持ち、ガラス自体に厚みを持たせることで十分な機械的強度と高い増幅率を両立できる。

Fig.1に示す本検出器は Glass GEMの電子増幅過程で発生するシンチレーション発光分布を Glass GEM

の裏側に配置した鏡を介して冷却 CCDカメラで撮像するというものである。Fig.2は 290 MeV/uの炭

素ビームをチェンバーに垂直照射した際に深さ毎に撮像した画像の輝度をプロットしたもので、電離

箱による実測値と遜色ない応答を示す結果が得られている。今後はチェンバー内に封入するガスの最

適化を行うことで、低電圧でも高 S/N比で安定に動作する検出器への改良に取り組む予定である。 
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Fig.1. Schematic view of Scintillating Glass GEM 
detector. 
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Fig.2. Scintillation responses of Scintillation Glass 
GEM detector to 290 MeV/u carbon beam. 
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290 MeV/u C φ10 cm
ΔV = 1190 V
Drift = 1.5 mm
Ar/CF4 = 90%/10%
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